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１．中心市街地のまちづくりについて
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⚫ 千葉駅周辺の活性化のためのまちづくりの方向性や、将来像実現のため、優先的に整備する
プログラムをあわせて整理。

⚫ グランドデザインでは50年先の未来をイメージして、概ね20年先の将来像を描いてる。

①千葉駅周辺の活性化グランドデザイン
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①千葉駅周辺の活性化グランドデザイン
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グランドデザインとして示した将来像を実現するためには、長期的視点に立ちつつ、まちづくり

の骨格となる施設等の整備については、優先的・段階的に進める必要があることから、引込む魅力

の向上として「①千葉駅から市街地へ来街者を誘引する」「②来街者の市街地内回遊の動機とな

る」施設等を整備する事業を優先整備プログラムに位置づける。

また、続く連携推進整備としては、千葉駅と市街地を結び、来街者を市街地へ誘引し、回遊を促

進する「つなぐ軸の強化」を行う。

①千葉駅周辺の活性化グランドデザイン
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①千葉駅周辺の活性化グランドデザイン
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①千葉駅周辺の活性化グランドデザイン



２．取組状況
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①令和８年度当初予算概要

事業名 事業内容

中央公園プロムナードの再編 千葉駅周辺の活性化グランドザイン改定
中央公園プロムナード周辺のまちづくりビジョン策定
歩道の利活用について検証する社会実験
中央公園プロムナード再編基本計画

103,000

西銀座地区市街地再開発事業 再開発事業支援業務委託

13,000

中央公園・通町公園の連結強
化

用地取得など

419,400

単位：千円
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②ウォーカブルの推進

・ウォーカブルの概要
●「ウォーカブル」は、ひと中心の豊かな生活を実現するために、道路・公
園・民有地などを一体的に活用し、都市全体として「居心地が良く歩きたくな
るまちなか」の形成を目指す取組み

●令和元年７月、「ウォーカブル推進都市」に賛同。その後、ウォーカブル推
進に向けた社会実験を実施。その後、民間主体で道路空間を活用したイベント
が定着。

●千葉都心地区では、都市再生整備計画に
「滞在快適性等向上区域」を設定。区域内の
千葉公園通りや中央公園プロムナードなどで、
道路空間の再編に向けて計画策定や再整備を
進めている。

千葉駅

千葉公園

滞在快適性等向上区域（まちなかウォーカブル区域）

千葉公園通り
（ホコ天イベント「ちこほこ」）

中央公園プロムナード
（CHIBA SDGs Parklet Project）

千葉都心のほか、幕
張新都心や西千葉学
園通り、国道３５７号
線上部空間でも、官
民連携による道路空
間を活用した取り組
みが進められていま
す。

幕張新都心豊砂地区

国道３５７号上部空間 西千葉学園通り



社会実験
再編後のひと中心の空間形成に向けた歩道の利活用について

まちづくりプレイヤーの発掘
道路空間利活用の可能性検証
（R6.11月実施）

②ウォーカブルの推進

中央公園プロムナード
・幅員：約50メートル
・千葉都心部のメインストリート
ひと中心の空間への再編に向け、中プロ・デザインラボ

による意見交換等のほか、社会実験も実施

中プロ・デザインラボ（R7.2月設立）
千葉市中心市街地まちづくり協議会、千葉大学、千葉市の３者で設立
官・民・学による意見交換の場を活用した将来像の検討

第１回
中プロ・デザインラボの

様子

居心地がよく歩きたくなるまちなか
の形成に向けた山武ベンチ整備

（R7.3月）

・中央公園プロムナードの再編
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②ウォーカブルの推進

・中央公園プロムナードの再編
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②ウォーカブルの推進

・中央公園プロムナードの再編
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②ウォーカブルの推進

・中央公園プロムナードでのイベント ※いずれも千葉市は後援

１．CHIBA SDGs Parklet Project
フードロスを軸としてSDGs関連のテーマを設定し、

県内事業者や生産者が出店するマルシェイベント
【主催】CHIBA SDGs Parklet Project実行委員会。
メンバー：京葉銀行、野菜がつくる未来のカタチ、

塚本総業、レプコ、みなも
【令和6年度】３回開催予定（５月、１０月、３月）

２．ちば富士見屋台横丁
千葉駅周辺の回遊性向上と賑わい創出を目的に開催

されている屋台横丁イベント
【主催】ｒ-223（富士見町周辺の若手経営者集団）
【令和6年度】４月、８月、１１月（予定）

３．パラソルギャラリー
白いパラソルの下、手工芸品、絵画、陶芸品など、

市民の作品やパフォーマンスを展示・表現するイベント
【主催】パラソルギャラリー実行委員会
【令和6年度】１０月５日、６日

実施状況

課題など
・一定の集客や売上があるものの、
企画運営など、主催者の負担が大き
く、担い手育成や効率的な運営が必
要
・年間通じて開催するためのインフ
ラ整備が課題



・西銀座地区における市街地再開発事業等の実績・検討中の地区

千葉駅東口地区
第一種市街地再開発事業

＜都市計画決定＞
平成28年3月

＜着工～完成＞
平成29年8月～令和4年10月

西銀座地区市街地再開発
準備組合設立 令和3年9月
事業協力者決定 令和6年10月

＜参考＞
千葉駅東口西銀座B地区優良
建築物等整備事業（※）

＜着工～完成＞
令和4年11月

～令和8年12月（予定）

※優良建築物等整備事業
市街地の環境改善、良質な市街地住宅の供給等の促進を図るもので、都市

再開発法に基づく市街地再開発事業とは異なり、都市計画決定等の法的手続
きを要しない、国の交付金要綱や制度要綱に基づく事業です。

③市街地再開発事業等
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・西銀座地区市街地再開発

ヨドバシ

ＪＲ千葉駅

三越跡地
※建設中

グランドセン
トラル千葉

マインズ
千葉

事業 西銀座地区再開発想定範囲

令和３年４月 西銀座地区再開発研究会設立
令和３年９月 西銀座地区再開発準備組合設立
令和６年５月 準備組合が事業協力者選定を開始
令和６年10月 準備組合が事業協力者を決定

西銀座地区は、県都千葉の玄関口で千葉都心の顔となる地区であり、商業業務機能が集積するエリアだが、建物の老
朽化等により、再開発が検討されている。
令和３年９月には「西銀座地区再開発準備組合」が設立・令和６年１０月に事業協力者（４社コンソーシアム）が決

定され、事業化に向けた具体的な事業計画の検討が開始されている。

③市街地再開発事業等

区域面積
約2.0ha

事業協力者 代表企業：三井不動産レジデンシャル（株）
構成企業：野村不動産（株）

三菱地所レジデンス（株）
東方地所（株）
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④中央公園・通町公園の連結強化

・通町公園の再整備
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・中央公園、通町公園でのイベント

「夢のわ」とは
千葉商工会議所が中心となり、中心市街地などで開催される様々なイベントと連携して
一元的に周知することによって、まち全体を一丸となって盛り上げていく地域活性化プロジェクト

【２０２６年 中央公園・通町公園で開催される大規模※イベント】※主催者にステークホルダーが複数存在するイベント

・第５１回千葉の親子三代夏祭り（8月16日）

・第３４回中央区ふるさとまつり（10月18日 ）

（同時開催：楽市バザール＆のみの市、いい街ちばフリーマーケット、通町門前市場）

・第３６回千葉都心イルミネーション（11月21日～1月31日※通町公園は12月26日～2月3日（予定））

・千葉開府９００年記念パレード（11月21日）

【２０２６年 中央公園で千葉市中心市街地まちづくり協議会が支援する主なイベント】

・中央公園ブラバンフェスティバル（4月26日）

・食楽ICHIBA22（5月2日～6日）

・大道芸フェスティバルinちば２０２６（5月24日）

・オクトーバーフェストin千葉（7月24日～8月2日）

・ちばYOSAKOI2026（10月3日）

・千葉クリスマスマーケット２０２６（12月11日～25日）

④中央公園・通町公園の連結強化



３．参考 都市計画手法を活用したまちづくり
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①都心部容積率緩和方針〈千葉都心〉

・都心部の容積緩和

都市再生緊急整備地域を適用区域として設定

※適用区域に近接し、特に一体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき

地区で必要な場合においては、適用区域外であっても対象とする。

千葉都心のうち都心部において民間都市開発を積極的に誘導するために、容積率
緩和に関する土地利用計画制度の運用方針を策定
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①都心部容積率緩和方針〈千葉都心〉

都市計画手法（高度利用地区等）による容積率緩和の考え方を再整理

・壁面後退等による空地の確保に対する既存の評価に加えて、都心部に

関連する各種計画の目標実現に資する様々なまちづくりの取組みを評価

・上位計画を踏まえたウォーカブル、リバブル、サステナブルの観点に

誘導用途を加えた４つ観点から評価

・ 運用方針【容積率緩和の考え方】

既存制度 拡充制度

指定容積率

空地評価

指定容積率

空地評価

誘導用途

ウォーカブル

リバブル

サステナブル 〇防災、環境

〇居住サポート

〇歩行空間
〇交通環境改善

〇業務・文化

※取組毎に容積率緩和の上限値を設定

新たに評価する
取組分を上乗せ

空地の面積だけでなく

質を評価して上乗せ

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
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①都心部容積率緩和方針〈千葉都心〉

・ 運用方針【容積率緩和の取組み】

区分 取組み

誘導用途
・高機能オフィスの整備

・文化施設の整備

ウォーカブル

【歩きたくなる居心地の良いオープンスペース等の確保】
・質の高いアイレベル（建物１階とオープンスペース）のデザインと活
用（空地や広場等の歩行・滞在空間、利活用の仕組みづくり）

・アイレベルの建築物や敷地内の緑化

【官民のパブリック空間の一体的な整備・管理】
・敷地外の道路や広場の再整備・維持管理

【自動車流入交通抑制や交通環境への配慮】

・共同荷捌き場の整備 ・公共駐輪場の整備 ・集約駐車場の整備

リバブル

【暮らしや仕事を支えるサポート機能の充実】
・医療施設、高齢者福祉施設、子育て支援施設の整備

・多様な形態で働くことができる場の整備

サステナブル

【防災・レジリエンスの向上】
・帰宅困難者対策（一時滞在施設、備蓄、受入関連設備等）

・地震時に強い建築物の整備
【脱炭素の推進】

・環境性能の高い建築物の整備
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・商業及び業務機能を有する施設が集積した立地環境の保全や、ウォーカブルなまちづくりの促

進等を目的とし、低層部への居住機能導入規制する特別用途地区を指定

23

・居住機能導入規制

凡例

 当初の区域

 拡大後の区域

②特別用途地区

￥

特別用途地区は、一定のエリアにおいて、その地区の特性に応じた土地利用

の増進や環境の保全を図るため、用途地域を補完して定める都市計画制度
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②特別用途地区

・建築条例で定められている内容

５F

４F

３F

２F

１F

住宅、兼用住宅、共同住宅、寄宿
舎、下宿、老人ホーム、福祉ホーム
その他これらに類するもの（附属自
動車車庫等を含む）

１階･２階に建築してはならない用途

５F

４F

３F

２F

１F

住宅等の用途に供する部分の出入
口、出入口ホール、階段、管理人
室、集会室、附属自動車車庫等の床
面積の合計(※)が、当該階の床面積
の合計(※)の２分の１未満であるも
のは除く。

ただし…

(※)敷地内に２以上の建築物がある場合においては、それらの建築物の当該階の床面積の合計の和。

区域内のすべての建築物

対象となる建築物
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